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　私たちは、地層処分の安全評価に係る研究に貢献する
とともに、同分野の研究者ほか広く一般に対して成果を
公開し、有効に活用されることを目的として、種々の核
種が物質中を拡散・移行する際の評価に活用可能な物性
値の一つである拡散係数に注目し、その調査結果のデー
タベース方式による管理・活用を行うためのシステム
（DDB：Diffusion DataBase system）を構築しました。
　拡散係数及び関連する付帯情報（試料の間隙率，実験
方法，溶液組成等；表２-１）は、原則として公開文献を
調査・整理することで入手します。DDBは、これらの
データを一括して管理するとともに、検索条件設定のイ
ンターフェースを通じて、使用者が必要なデータを抽出
することができます。データには、情報源となった文献
情報も記載されていることから、必要に応じて原著にさ
かのぼって詳細に調査することも可能です。DDBに登
録しているデータは、「地層処分研究開発第２次取りま
とめ」における活用を目的として整備した、１９８０～１９９８
年に公開された文献から調査した、我が国の岩石中にお

ける性能評価対象元素の拡散係数（約３００件）です。
　DDBは、取り扱い可能なデータ項目を、先述した拡散
係数及び付帯情報の管理を目的として広範囲に用意して
おり、核種の拡散係数に係る一連のデータを網羅的に管
理可能な仕様としました。DDBの公開のため、主にデー
タ検索・表示フォームの刷新を行いました。本改良によ
り、検索条件を画面から選択して指定したり、イオン濃
度等の数値データに対して、数値範囲を指定したりする
ことが可能になるとともに、文献の著者及びタイトルな
ど多岐にわたる項目を文字列指定で同時に検索できるよ
うに改良を実施しました（図２-１０）。構築したデータ
ベースシステムは、Microsoft ○R  Office Accessで動作す
る形式とし、原子力機構のWebページ（URL:http:// 
migrationdb. jaea.go.jp/）において公開しています。
DDBは、更に適用範囲の拡大を目的として、緩衝材中に
おける性能評価対象元素の拡散係数と、関係する付帯情
報を調査・整備中であり、近日中にデータを追加登録し、
公開する予定です。
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データ種類選択（緑色枠） 
（岩種・ベントナイト，試料 
種類・元素名等） 

数値範囲指定（赤色枠） 
（乾燥密度，間隙率等） 

文字列指定（青色枠） 
（著者・文献タイトル等） 

図２-１０　データ検索条件設定のインターフェース（主要検索項目）

表２-１　拡散データベースの構成内容（一部）

内　　　容データ名

実効拡散係数De

境界条件，溶液の撹拌状況などDe information

酸性結晶質岩，塩基性結晶質岩，堆積岩（砂質岩
類），堆積岩（泥質・凝灰質岩類），緩衝材など

Type

元素名Element

化学種Species

試料の産地，種類，試料ディスクサイズや形状，前
処理の有無，混合物，鉱物組成，粒径，等電点など

Solid information

乾燥密度Dry Density

間隙率Porosity

In diffusion法，through diffusion法，Back to back法
など，実験方法を選択

Experimental
method

試験溶液種類Solution Index

使用したトレーサの種類と濃度Tracer

試料内拡散に供した時間Contact time

試験系の温度Temperature (C)

Eh（vs SHE），雰囲気条件（還元又は酸化），還元剤
使用の有無・種類・濃度などを記載

Redox condition

参考文献；著者Author

参考文献；タイトル，巻，号など
Title, Vol., Num.
etc.

参考文献；発行年publication year

その他の補記情報Others

データの品質に係る情報
Quality
information




